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業
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興
味
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あ
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方
必
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林
業
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？

　林
業
に
就
職
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

林
業
に
就
業
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
満
載
で
す
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林業労働力確保支援センターは
林業事業体と林業で働く人を応援します！

【フォレストワーカーINTERVIEW】
南魚沼森林組合
荻原真人

【イベントREPORT】
現役フォレストワーカーTalk Show

㈱スーパージャングル
東田圭太



植栽後20～30年程度経過すると、造林木（スギ）同士で競争が
始まり、次第に優劣が付いてきます。そこで優勢なものを残し、
劣勢のものを除去することで、主伐時に価値の高い林を作る
ことを目的に実施します。残す木の選別や、狙った方向に木を
倒す技術など、間伐従事者には高い能力が求められます。この
作業は主伐まで定期的に繰り返し行われます。

間 伐

林業の最終段階で、収穫とも言います。新潟県の人
工林では、主伐まで80年程度かかります。

主 伐

節の無い優良な木材を生産するた
めに行いますが、雪害や病虫害の
防止などの効果もあります。樹皮剥
けを防ぐため、基本的には晩秋から
冬期の生長休止期に実施します。

枝打ち 林業の
キホン
作業

Forestry Basic Work

植栽するための準備作業です。ス
ギ等の伐採跡地に残った枝葉等を
集め、筋状に配置したり、火を入れ
て焼き払ったりして、植栽しやすい
環境にするものです。

地拵え（じごしらえ）

苗木を植える作業です。縄などを張って
植える間隔をきれいに揃えます。苗木
には土が付いておらず乾燥に弱いこと
から、植栽地に仮植し植える分だけ掘り
出して使います。近年開発されたコン
テナ苗では、土がついた状態の苗木を
専用器具で開けた穴に挿し込むだけで
植え付け完了となるため、作業性が大
幅に向上しています。

植 栽苗木を植えてから10年程度、毎年行う作
業です。草を刈らないでおくとスギに日
光が当たらなくなるため、スギが小さい
ときは年2回行います。

下 刈

皆さまの林業に対するイメージは
どのようなものでしょうか。

林業というと、人力作業が多いように
思われるかもしれませんが、
近年では、新しい技術の導入や

機械化によって、より安全で効率的に
作業を行うことができるようになりました。
ここでは、そんな林業の仕事の流れと

内容の一部を紹介します。

林業の担い手に対する
支援について

Forestry
Support
Service

新潟県林業労働力確保支援センターでは、林業に関心を持ってから林業の担い手としてキャリアアップを
していく各段階で、情報提供や講習・研修などにより林業就業希望者・就業者の支援を実施しています。

林業就業希望者

森林の仕事ガイダンスなどでの情報収集

就職前の準備
林業に必須となる知識・技能の習得や

現地見学、就職相談など

森林組合や林業事業体へ就職

林業の担い手へ！

就職後のキャリアアップ
働きながら実践的な技術を習得

就職活動
林業労働力確保支援センター（グリーンワークセンター）
※新潟県林業労働力確保支援センターでは、県内林業の求人情報を
取り扱っており、就業相談も随時受け付けています。

相
談
窓
口

【林業の担い手へのステップ】
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林
業
事
業
体
に
新
た
に
採
用
さ
れ

た
方
に
対
し
、講
習
や
研
修
を
行

う
こ
と
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
支
援

し
て
い
ま
す
。研
修
年
次
に
応
じ
て

研
修
の
内
容
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ

せ
、さ
ま
ざ
ま
な
技
能
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
よ
う
体
系
的
な
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

林
業
作
業
士
研
修（
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
）

【
1
〜
3
年
目
】

現
場
技
能
者
と
し
て
必
要
な
、基
礎
的
技
術
を
身
に
付
け
ま
す
。

現
場
管
理
責
任
者
研
修（
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
）

【
5
年
以
上
】

作
業
班
長
と
し
て
必
要
な
、判
断
力
、指
導
力
、

現
場
作
業
管
理
能
力
な
ど
を
身
に
付
け
ま
す
。

「
緑
の
雇
用
」担
い
手

確
保
支
援
事
業・集
合
研
修

林
業
労
働
力
確
保

支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

Forestry
Support
Service

「
新
潟
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
」は
、「
林
業
労

働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、平
成
9

年
4
月
1
日
に
新
潟
県
か
ら
指
定
を
受
け
て
開
設
し
ま
し

た
。厚
生
労
働
省
・
林
野
庁
・
新
潟
県
か
ら
の
委
託
ま
た
は

補
助
に
よ
り
、林
業
事
業
体
の
雇
用
管
理
の
改
善
と
事
業
の

合
理
化
を
図
る
と
と
も
に
、新
規
就
労
者
の
支
援
等
に
よ
り

林
業
労
働
力
の
安
定
的
確
保
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

林
業
の
仕
事
の

情
報
収
集

01

首
都
圏
在
住
で
新
潟
県
へ
の
Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン

に
興
味
が
あ
る
方
や
、検
討
し
て
い
る
方

を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。県
内
の
市

町
村
、企
業
、関
係
団
体
等
が
幅
広
く
参

加
し
、仕
事
や
暮
ら
し
な
ど
の
情
報
収
集

や
相
談
が
で
き
ま
す
。

に
い
が
た
U
・
I
タ
ー
ン
フ
ェ
ア

（
主
催 

新
潟
県
）

林
業
に
興
味
の
あ
る
方
、

就
業
を
希
望
す
る
方
を

対
象
と
し
た
説
明・相
談

会
で
す
。東
京
や
大
阪
等

で
年
に
数
回
、開
催
さ
れ

ま
す
。林
業
全
般
や
支
援

制
度
に
つ
い
て
相
談
で
き

る
ほ
か
、各
地
域
の
実
情

を
知
る
こ
と
が
で
き
る

都
道
府
県
ブ
ー
ス
や
、現

場
で
働
く
フ
ォ
レ
ス
ト

ワ
ー
カ
ー
に
直
接
相
談

が
で
き
る
ブ
ー
ス
も
あ

り
、幅
広
く
情
報
収
集
が

で
き
ま
す
。

（
1
）首
都
圏
そ
の
他

森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
主
催 

全
国
森
林
組
合
連
合
会
）

も

　
　り

（
2
）新
潟
県
内

農
林
業
新
規
就
農・就
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ア

（
農
林
業
就
業
相
談
会
）

新
潟
市
内
の
会
場
を
中
心
に
、農
業
と
林
業
が

合
同
で
開
催
す
る
就
業
相
談
会
で
す
。意
欲
あ

る
担
い
手
の
育
成・確
保
を
目
的
と
し
て
、県
内

の
求
人
が
あ
る
事
業
体
や
総
合
相
談
ブ
ー
ス
で

求
職
者
の
情
報
収
集
や
相
談
に
応
じ
ま
す
。

県
内
の
林
業
事
業
体
へ
の
就
業
に
興
味
や
希

望
が
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
、当
支
援
セ
ン

タ
ー
が
主
催
す
る
新
潟
県
限
定
の
説
明
・
相

談
会
で
す
。実
際
に
現
場
で
働
い
て
い
る
フ
ォ

レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の

ほ
か
、求
人
が
あ
る
県
内
事
業
体
や
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
参
加
者
及
び
総
合
相
談
ブ
ー
ス
で
、

林
業
へ
の
就
業
に
関
す
る
全
般
的
な
情
報
収

集
や
相
談
が
で
き
ま
す
。

森
林
の
仕
事
エ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス

も

　
　り

就
職
後
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

03

林
業
の
基
礎
が
学
べ
る

講
習
等
の
開
催

02
（
1
）就
職
希
望
者
向
け
の
各
種
講
習

       （
林
業
就
業
支
援
講
習
）

（
2
）森
の
仕
事
体
験

林
業
へ
の
就
業
を
希
望
す
る
方
を
対

象
に
し
た
講
習
で
、林
業
に
関
す
る
基

礎
知
識
の
習
得
や
、実
際
の
現
場
で
の

林
業
体
験
、職
場
見
学
な
ど
が
で
き
ま

す
。チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
の
資
格
も
取

得
で
き
る
20
日
間
コ
ー
ス（
実
講
習
12

日
間
）と
、比
較
的
参
加
し
や
す
い
5

日
間
コ
ー
ス（
実
講
習
4
日
間
）が
あ

り
ま
す
。い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
、個
別
の

就
職
・
生
活
相
談
が
実
施
さ
れ
、林
業

へ
の
円
滑
な
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

高
校
生
や
専
門
学
校
生
、大
学
生
を

対
象
に
し
た
林
業
を
体
験
で
き
る
研

修
が「
森
の
仕
事
体
験
」で
す
。新
潟
県

内
で
は
、学
生
が
動
き
や
す
い
例
年
8

月
の
夏
休
み
期
間
に
村
上
市
と
上
越

市
の
2
地
区
で
実
施
。1
泊
2
日
の

合
宿
形
式
で
、林
業
の
現
場
を
体
験
し

て
も
ら
い
つ
つ
、将
来
の
仕
事
に
つ
い

て
も
考
え
て
も
ら
う
貴
重
な
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。

上
越
地
区

村
上
地
区

※
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
に
て
紹
介

統
括
現
場
管
理
者
研
修（
フ
ォ
レ
ス
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

【
10
年
以
上
】

林
業
の
社
会
的
使
命
、企
画・営
業・販
売
な
ど
を
学
び
、

林
業
現
場
の
統
括
管
理
責
任
を
担
え
る
能
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

持
続
的
な
森
林
経
営
を
推
進
す
る

た
め
、森
林
所
有
者
に
対
し
て
、森
林

施
業
の
方
針
や
利
用
間
伐
等
に
よ
る

事
業
収
支
等
を
見
積
も
っ
た
施
業
提

案
書
を
提
示
し
て
施
業
を
受
託
し
、

施
工
管
理
を
し
て
い
く
の
が
森
林
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
。プ
ラ
ン
ナ
ー
の
業
務

に
必
要
な
間
伐
の
作
業
シ
ス
テ
ム
や

コ
ス
ト
管
理
、所
有
者
へ
の
提
案
方

法
な
ど
に
関
す
る
知
識
、技
能
を
身

に
つ
け
、そ
の
役
割
を
担
え
る
人
の

育
成
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
研
修



林
業
就
業
支
援
講
習

Forestry
Support
Service

前
ペ
ー
ジ
02
の
就
業
希
望
者
向
け
講
習
＝「
林
業
就
業
支
援
講
習
」

に
つ
い
て
、よ
り
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。林
業
に
必
須
と
な
る
知
識

や
実
践
的
技
能
の
習
得
、現
地
見
学
等
が
で
き
る
こ
の
講
習
会
は
、

林
業
へ
の
就
職
前
の
準
備
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
で
す
。実
際
に
多

く
の
方
が
こ
の
講
習
を
経
て
林
業
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
の
で
、ぜ

ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

公益社団法人 新潟県農林公社林業労働力確保支援センター　新潟市中央区新光町15-2 公社総合ビル４F

TEL.025-285-7712　FAX.025-280-5070　E-mail：rinrou@niigata-nourin.jp

URL：https://www.niigata-rinrou.com/ 

問い合わせ・申し込み先

未
経
験
の
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

就業前に資格が取得できる

20日間コース
実地講習＋資格取得

受講料 原則無料

宿泊費の補助あり

業務で使える資格の取得

チェーンソーや刈払機などの
資格が取得できます。

短い時間で充実の林業体験

5日間コース
作業体験＋現場見学

受講料 原則無料

宿泊費の補助あり

林業作業体験

施設見学

就業相談

１日で林業への理解が深まる

林業就業相談会

講義＋就業相談

受講料 原則無料

林業の現状や
仕事内容の説明
就業相談
生活相談

（１日コース）

まずは林業への入り口から
知りたい方も気軽に参加ください。

「
林
業
就
業
支
援
講
習
」は
、全
国
森
林
組
合
連
合
会
が
厚
生
労
働
省
か
ら
委

託
を
受
け
、各
都
道
府
県
に
お
い
て
実
施
す
る
就
業
前
の
講
習
会
で
す
。

林
業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、林
業
に
関
す
る
知
識
の
習
得
や
体

験
を
通
じ
て
林
業
へ
の
円
滑
な
就
職
を
支
援
し
ま
す
。新
潟
県
で
は
、新
潟
県

林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
が
全
国
森
林
組
合
連
合
会
か
ら
委
託
を
受

け
て
開
催
し
て
お
り
、林
業
基
礎
知
識
の
講
義
、林
業
作
業
の
体
験
、資
格
講

習
や
施
設
見
学
等
を
行
い
、個
別
の
就
職
相
談
も
実
施
し
ま
す
。

講
習
の
内
容
に
よ
っ
て
20
日
間
、5
日
間
、1
日
の
3
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

い
ま
す
が
、新
潟
県
で
は
20
日
間
コ
ー
ス（
実
講
習
12
日
間
）と
5
日
間
コ
ー
ス

（
実
講
習
4
日
間
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「20日間コース」は森での実地講習にプラスして、
チェーンソーや刈払機などの資格が取得できるコー
スです。「林業の基礎知識」や「安全衛生講習」で学
んだ知識を実際に現場で講師の指導のもと安全に
実践します。刈払機及びチェーンソーの現場での操
作や、下刈り、除伐、枝打ち、間伐等の作業を実際に
体験できます。さらに林業関係施設の見学、林業事
業体との就業相談会も実施します。

「5日間コース」は短い期間で林業の現場を体験・見
学できる充実のプログラムです。林業の現状や基礎知
識、労働災害、チームワークの重要性などを学んだ後、
ノコギリでの枝打ちを体験したり、高性能林業機械の
作業見学といった実地講習を行います。さらに林業関
係施設見学、林業事業体との就業相談もあります。

5日間コース（実講習4日間）

20日間コース（実講習12日間）

林
業
の
基
礎
知
識
及
び

安
全
衛
生
の
講
習（
1
日
）

林
業
作
業
の
実
地
講
習（
2
日
）

林
業
関
係
施
設
の
見
学
及
び

就
業・生
活
相
談（
1
日
）

【
講
習
内
容
】

林
業
の
基
本
的
な
知
識
の
講
習（
1
日
）

林
業
の
労
働
衛
生
安
全
の
講
習（
1
日
）

刈
払
機 

資
格
講
習（
1
日
）

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー 

資
格
講
習（
3
日
）

林
業
作
業
の
実
地
講
習（
4
日
）

林
業
関
係
施
設
の
見
学（
1
日
）

就
業・生
活
相
談（
1
日
）

【
講
習
内
容
】

○講習修了者には、受講中の宿泊費について
　一泊あたり４４００円（消費税込み）を上限に
　補助します。

宿泊費補助

○補助となる日数は講習日数を限度とします。



そ
の
旨
を
明
示
し
、実
際
に
変
更
さ
れ
た
場
合

は
速
や
か
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　
新
潟
雇
用
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
／N

IK
O
 

RO

で
は
、作
成
し
た
書
類
に
過
不
足
や
法
律

違
反
が
な
い
か
の
チ
ェ
ッ
ク
、最
低
賃
金
の
計

算
、有
給
休
暇
の
計
画
付
与
な
ど
に
つ
い
て
、

無
料
で
ご
相
談
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ

皆
さ
ま
の
労
務
管
理
の
お
役
に
立
て
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。ご
予
約
の
う
え
、ご
相

談
く
だ
さ
い
。毎
月
の
定
例
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

林
業
労
働
者
の
人
材
確
保
、雇
用
管
理
改
善
の
推
進
を
図
る
た
め
、

新
潟
県
内
の
林
業
事
業
体
の
雇
用
管
理
者
お
よ
び
担
当
者
を
対
象
に
し
た

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。法
的
な
基
礎
知
識
か
ら
、

現
場
に
即
し
た
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、

学
び
が
多
か
っ
た
こ
の
研
修
会
の
模
様
を
誌
上
再
現
し
ま
す
。

イ
ベ ン

ト  R E P O R T

令和５年度
林業雇用
管理セミナー
（研修会）
2023.9.26 tue
＠県自治会館

テ
ー
マ 「
欲
し
い
人
材
を
確
保
す
る
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
」

新潟雇用労働相談センター
相談員／

特定社会保険労務士

酒井和美

講師

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
、雇
用
管
理
に
関

す
る
個
別
相
談
も
実
施
。現
状
を
踏
ま
え

た
事
業
体
の
相
談
に
、酒
井
講
師
が
し
っ

か
り
向
き
合
っ
て
回
答
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
仕
事
を
求
め
て
い
る
人
は
ま
ず
ど
こ
に
注

目
す
る
の
か
、林
業
に
関
心
の
あ
る
求
職
者
の

目
線
に
立
っ
て
求
人
情
報
を
作
る
こ
と
が
大
切

で
す
。事
業
内
容
、労
働
条
件
、求
め
る
経
験
と

能
力
、仕
事
内
容
の
4
つ
は
具
体
的
に
記
載
し

ま
し
ょ
う
。林
業
の
イ
メ
ー
ジ
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
。ど
ん
な
仕
事
な
の
か
想
像
で
き
る
よ
う
、

求
職
者
に
寄
り
添
っ
た
書
き
方
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。具
体
的
に
記
載
し
な
い
と
後
々
問
題

を
生
む
原
因
に
な
り
う
る
の
で
、求
人
の
段
階

で
明
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
な

か
で
、専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
必
要
と
す
る

な
ら
、求
め
る
経
験
や
能
力
に
つ
い
て
も
具
体

的
に
記
載
。文
章
だ
け
で
は
ど
う
い
う
業
種
か

イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
場
合
、見
学
会
や
体
験
会

を
実
施
す
る
会
社
も
多
い
で
す
。

　
従
業
員
が
定
着
せ
ず
離
職
し
て
し
ま
う
会

社
の
多
く
は
、採
用
や
定
着
の
管
理
、就
労
条

件（
労
働
条
件
・
労
働
環
境
・
人
間
関
係
・
福
利

厚
生
）に
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。「
我
が
社
は

具
体
的
に
ど
の
部
分
が
労
働
者
か
ら
見
た
時

に
良
く
な
い
の
か
」と
い
う
改
善
点
に
向
き

合
っ
て
、根
本
的
な
解
決
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

求
人
情
報
に
、勤
続

年
数
に
対
す
る
昇
給

や
福
利
厚
生
、残
業

時
間
、年
休
取
得
率

な
ど
、具
体
的
な
数

字
を
出
し
て
あ
げ
る

こ
と
で
求
職
者
が
安

心
し
て
応
募
で
き
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。も

し
、記
載
し
た
く
な
い
と
感
じ
て
い
る
部
分
が

あ
る
な
ら
ば
、そ
れ
こ
そ
が
会
社
の
改
善
す
べ

き
点
で
す
。

　
優
秀
な
人
を
採
用
し
よ
う
と
し
が
ち
で
す

が
、そ
れ
で
失
敗
す
る
ケ
ー
ス
は
多
い
の
が
現

状
で
す
。必
要
な
の
は
学
歴
や
前
職
が
す
ご
い

こ
と
で
は
な
く
、林
業
と
い
う
仕
事
に
適
し
た

人
材
を
雇
う
こ
と
。ど
う
い
う
人
が
御
社
で
活

躍
す
る
人
材
な
の
か
を
掘
り
下
げ
て
、選
考
の

判
断
基
準
を
具
体
的
に
絞
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。前
も
っ
て
欲
し
い
人
材
の
人
物
像
を

社
内
で
共
有
す
る
こ
と
で
、誰
が
採
用
担
当
に

な
っ
て
も
ブ
レ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー
へ
の
問
い
合
わ
せ
の
多

く
が
、「
働
く
長
さ
が
違
う
」や「
休
み
が
も
ら

え
な
い
」と
い
う
ご
相
談
で
す
。働
く
時
間
と
い

う
の
は
分
か
り
や
す
い
か
ら
こ
そ
、す
ぐ
に
目

が
い
く
ポ
イ
ン
ト
。労
働
時
間
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
の
で
、ぜ
ひ
参
考
に

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。労
働
時
間
を
把
握
す
る

こ
と
は
義
務
で
あ
り
、始
業
か
ら
終
業
、間
に

休
憩
を
含
め
た
所
定
労
働
時
間
を
明
確
に
記

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。1
日
8
時
間
、

週
40
時
間（
原
則
の
労
働
時
間
）を
ベ
ー
ス
と

し
、変
形
労
働
時
間
制
で
あ
れ
ば
期
間
中
に
所

定
の
労
働
時
間
を
決
め
て
運
用
を
。8
時
間
よ

り
長
く
て
も
短
く
て
も
平
均
し
て
40
時
間
に

な
る
よ
う
設
定
し
、労
働
管
理
を
徹
底
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。所
定
労
働
時
間
を
越
え
た
場

合
の
残
業
手
当
や
割
増
賃
金
を
含
め
、労
働

環
境
を
き
ち
ん
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る

会
社
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
採
用
後
に
、「
求
人
情
報
の
記
載
条
件
と
異

な
る
説
明
を
受
け
た
」「
面
接
の
際
に
応
募
し

た
求
人
と
別
の
職
種
で
採
用
し
た
い
と
言
わ

れ
た
」「
具
体
的
な
労
働
条
件
を
契
約
す
る
直

前
ま
で
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
」な
ど
、労
働
者

が
募
集
時
と
異
な
る
条
件
で
労
働
契
約
の
締

結
を
求
め
ら
れ
た
と
感
じ
た
場
合
、ト
ラ
ブ
ル

を
生
む
原
因
に
な
り
ま
す
。法
律
違
反
に
な
ら

な
い
よ
う
に
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
な
が
ら
、

軽
い
気
持
ち
で
変
更
す
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
2
0
2
3
年
10
月
１
日
か
ら
最
低
賃
金
が

変
更
さ
れ
、
新
潟
県
は
8
9
0
円
か
ら

9
3
1
円
に
賃
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。最
低
賃
金

の
法
律
違
反
は
最
低
賃
金
法
お
よ
び
労
働
基

準
法
の
違
反
に
な
り
、差
額
が
生
じ
た
場
合
は

未
払
い
賃
金
に
な
り
ま
す
。違
反
す
る
と
二
重

の
違
反
で
指
導
も
罰
則
も
あ
り
ま
す
の
で
、

重
々
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　
林
業
の
よ
う
に
天
候
に
左
右
さ
れ
る
仕
事

の
現
場
は
有
給
休
暇
の
管
理
が
難
し
い
と
よ

く
聞
き
ま
す
。で
す
が
、1
年
あ
た
り
の
付
与

日
数
が
10
日
以
上
に
な
る
労
働
者
に
は
年
5

日
以
上
の
取
得
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

有
給
休
暇
は
原
則
と
し
て
労
働
者
が
自
由
に

使
え
る
こ
と
が
前
提
で
す
が
、難
し
い
場
合
は

時
期
を
指
定
し
て
で
も
取
得
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

　
2
0
2
4
年
4
月
、労
働
基
準
法
施
行
規

則
お
よ
び
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
改
正
が

行
わ
れ
、求
人
情
報
に
記
載
す
る
労
働
条
件
の

明
示
項
目
が
増
え
ま
す
。具
体
的
に
は
、①
業

務
の
変
更
の
範
囲
　
②
就
業
場
所
の
変
更
の

範
囲
　
③
有
期
契
約
を
更
新
す
る
場
合
の
基

準
お
よ
び
通
算
契
約
期
間
の
更
新
の
回
数
の

上
限
を
明
記
す
る
必
要
が
生
じ
ま
す
。労
働

条
件
が
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は

求
人
情
報
を
出
す
う
え
で

心
掛
け
る
こ
と

採
用
後
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

新
潟
県
の
最
低
賃
金

休
暇
の
取
得
に
つ
い
て

2
0
2
4
年
4
月
か
ら

労
働
条
件
の
明
示
項
目
が
追
加

人
材
の
採
用
・
定
着
が

う
ま
く
い
か
な
い
原
因

採
用
条
件
の
洗
い
出
し

N
IKO
RO

で
で
き
る
こ
と

雇
用
管
理
に
関
す
る
個
別
相
談



―
―

服
部
さ
ん
が
行
う
、ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を

使
っ
た
特
殊
伐
採
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

服
部
・
近
く
に
建
物
が
あ
る
場
所
の
木
を
倒
す

と
き
に
木
が
建
物
に
倒
れ
な
い
よ
う
に
伐
っ
て

い
く
方
法
で
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
持
っ
て
木
に
登

り
、木
を
ロ
ー
プ
で
吊
っ
た
状
態
に
し
て
ダ
ル
マ

落
と
し
の
よ
う
に
上
か
ら
少
し
ず
つ
木
を
伐
っ

て
い
き
ま
す
。重
機
が
入
れ
な
い
狭
い
場
所
に

あ
る
木
も
伐
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
―

地
上
で
木
を
伐
る
よ
り
大
変
そ
う
で
す
。

服
部
・
ど
の
位
置
な
ら
安
定
し
て
作
業
が
で
き

る
か
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、木
の
上
で
も
地

面
の
上
と
同
じ
よ
う
に
作
業
で
き
ま
す
。障
害

物
の
あ
る
現
場
に
応
じ
て
伐
採
後
の
動
線
や

ロ
ー
プ
の
張
り
方
な
ど
一
連
の
作
業
プ
ラ
ン
を

立
て
ま
す
。最
初
は
木
登
り
が
怖
か
っ
た
で
す

が
、だ
ん
だ
ん
木
の
上
の
方
が
心
地
良
く
な
っ

て
き
て（
笑
）。朝
８
時
に
は
木
に
登
り
、お
昼

左から司会を務める林業ライターの桑原知子さん、
佐藤剛さん（33歳・林業経験７年目）、杵淵覚さん
（45歳・林業経験6年目）、服部拓巳さん（22歳・林
業経験4年目）※年齢と林業経験はイベント開催
時のもの

イ
ベ ン

ト  R E P O R T

現役
フォレスト
ワーカー 
Talk Show
2023.1.15 sun
＠日報ホール

2
0
2
3
年
１
月
に
新
潟
市
で
行
わ
れ
た

「
森
林（
も
り
）の
仕
事
エ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」に
て

新
潟
県
内
の
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
が

林
業
と
い
う
仕
事
の
魅
力
や
現
状
を
語
る

ト
ー
ク
イ
ベン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

林
業
の
現
場
で
活
躍
す
る
人
た
ち
の

リ
ア
ル
な
声
を
誌
面
で
再
現
し
ま
す
！

服部拓巳
（株式会社丸山）

杵淵 覚
（中越よつば森林組合）

佐藤 剛
（株式会社グリーンフォレスターズ

青葉組新潟団）

桑原知子
（林業ライター）

ご
飯
を
食
べ
に
下

に
降
り
る
以
外
は

ほ
と
ん
ど
木
の
上

で
作
業
し
て
い
ま

す
。

―
―

林
業
の
面
白

い
と
こ
ろ
は
？

服
部
・
特
殊
伐
採
は
誰
も
が
伐
れ
な
い
と
思
っ

て
い
た
難
し
い
木
を
伐
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

面
白
い
。間
伐
や
主
伐
で
木
を
伐
っ
た
と
き
に

倒
し
た
木
が
地
面
に
ド
ス
ン
と
着
地
し
た
と

き
の
快
感
と
い
っ
た
ら
！
　
中
毒
に
な
る
く
ら

い（
笑
）。こ
の
感
覚
は
実
際
に
木
を
倒
さ
な
い

と
分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

―
―

よ
い
笑
顔
！

　楽
し
そ
う
で
す
ね
。

服
部
・つ
ら
い
と
か
あ
ま
り
感
じ
な
い
で
す
ね
。

あ
っ
た
と
し
て
も
楽
し
さ
の
ほ
う
が
勝
っ
て
い

ま
す
。林
業
は
楽
し
過
ぎ
ま
す
。

―
―

杵
淵
さ
ん
は
39
歳
で
林
業

に
転
職
し
ま
し
た
。不
安
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

杵
淵
・
不
安
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た（
笑
）。た
だ
、実
家
が
山

を
持
っ
て
い
た
の
で
山
仕
事
は

身
近
な
存
在
で
、自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
も

興
味
は
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

―
―

現
在
の
主
な
仕
事
は
？

杵
淵
・
入
社
し
て
３
年
間
は「
緑
の
雇
用
」と
い

う
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
の
研
修
を
受
け
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
身
に
付
け
ま
し
た
。４
年

目
に
班
長
に
な
り
、５
年
目
か
ら
は
総
合
職
で

現
場
の
管
理
や
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
―

実
際
に
働
い
て
み
て
の
感
想
は
？

杵
淵
・
作
業
は
チ
ー
ム
で
動
き
ま
す
。１
年
目

は
一
番
下
っ
端
で
年
下
の
先
輩
が
い
っ
ぱ
い
い

て
、知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
付
い
て
い
く
の
に

必
死
で
し
た
。２
年
、３
年
経
つ
と
後
輩
が
で

き
て
班
長
に
な
り
、ど
の
よ
う
に
伝
え
る
と
仕

事
が
や
り
や
す
く
な
る
か
悩
み
ま
し
た
。今
は

管
理
す
る
立
場
で
現
場
の
人
達
へ
の
指
示
を
考

え
、ス
テ
ッ
プ
ご
と
に
頭
を
使
い
ま
す
。林
業
は

体
を
使
う
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、実
際
は

頭
を
使
う
仕
事
と
い
う
の
も
楽
し
い
で
す
。

―
―

杵
淵
さ
ん
に
と
っ
て
林
業
の
魅
力
は
？

杵
淵
・
夢
は
無
限
大
で
す
。日
本
は
山
が
多
く
、

伐
る
木
も
た
く
さ
ん
あ
る
し
、木

を
育
て
る
仕
事
も
あ
る
。そ
の
一

方
で
山
の
放
置
が
進
み
、問
題
は

山
積
み
。そ
れ
ら
を
解
決
す
る
一

端
を
担
え
る
の
は
非
常
に
魅
力
的

で
す
。あ
と
、山
を
整
備
す
る
前
と

後
で
は
山
の
景
色
が
変
わ
り
ま
す
。整
備
が
終

わ
っ
た
後
の
山
の
景
色
に
毎
回
、感
動
し
ま
す
。

そ
れ
が
林
業
の
醍
醐
味
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―

転
職
を
考
え
て
い
る
方
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を

お
願
い
し
ま
す
。

杵
淵
・
私
は
６
年
目
で
す
が
知
識
も
技
術
も
、

ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。林
業
が
分

か
る
ま
で
５
年
位
か
か
る
と
思
い
ま
す
。１
年

や
２
年
で「
自
分
に
は
向
い
て
な
い
」と
判
断
せ

ず
に
ま
ず
は
５
年
、じ
っ
く
り
が
ん
ば
っ
て
み
て

ほ
し
い
で
す
。

―
―
佐
藤
さ
ん
は
2
0
2
0
年
10
月
に
造
林

を
専
門
と
し
た
林
業
会
社
の
村
上
拠
点
立
ち

上
げ
に
參
画
し
た
ば
か
り
で
す
。

佐
藤
・
う
ち
は
植
栽
や
育
林
が
メ
イ
ン
で
伐
採

を
行
い
ま
せ
ん
。

―
―
造
林
に
着
目
し
た
の
は
？

佐
藤
・
前
職
の
林
業
事
業
体
は

主
伐
が
メ
イ
ン
で
し
た
。僕
の
中

で
は
林
業
は
木
を
伐
っ
て
植
え

て
い
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
ん

で
す
。木
を
植
え
ら
れ
な
い
要

因
の
ひ
と
つ
に
造
林
を
専
門
に

で
き
る
人
材
不
足
が
あ
っ
た
の

で
、そ
れ
な
ら
、自
分
が
や
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。

―
―

佐
藤
さ
ん
が
目
指
す
林
業

と
は
？

佐
藤
・
ま
ず
は
新
潟
県
で
造
林
の
専
門
チ
ー
ム

を
作
る
こ
と
が
課
題
で
す
。も
う
ひ
と
つ
は
、

新
し
い
森
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い

て
。生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
"生
き
物
と
共

存
で
き
る
森
づ
く
り
‶
で
木
材
生
産
と
は
違
っ

た
森
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
で
す
。

―
―

佐
藤
さ
ん
に
と
っ
て
林
業
の
魅
力
は
？

佐
藤
・
ひ
と
つ
は
自
然
の
中
で
仕
事
が
で
き
て

気
持
ち
が
良
い
こ
と
。も
う
ひ
と
つ
は
山
の
現

場
っ
て
同
じ
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
常
に
試
行
錯

誤
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。そ
れ
が
す
ご
く
面

白
く
て
、飽
き
な
い
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
佐
藤
さ
ん
の
会
社
は
働
き
方
も
ユ
ニ
ー

ク
で
す
。

佐
藤
・
現
場
仕
事
は
1
日
6
時

間
勤
務
で
、３
日
働
い
て
１
日

休
む
と
い
う
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ん
で
す
よ
。そ
の
お
か
げ
で
体
に

負
担
な
く
働
け
ま
す
。

―
―

最
後
に
会
場
の
皆
さ
ん
に

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

服
部
・
林
業
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
作

業
が
あ
る
の
で
興
味
が
あ
る
人
は

話
を
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。林

業
人
口
が
増
え
る
と
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

杵
淵
・一
歩
踏
み
込
む
勇
気
と
や
り
続
け
て
い

く
思
い
が
あ
れ
ば
、ど
な
た
で
も
で
き
る
と
思

い
ま
す
。ぜ
ひ
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

佐
藤
・
新
潟
県
に
は
た
く
さ
ん
の
林
業
事
業
体

が
あ
り
ま
す
。実
際
に
現
場
に
行
っ
て
、職
場
の

雰
囲
気
や
仕
事
を
見
て
み
る
の
も
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。



―
―

愛
知
県
か
ら
の
I
タ
ー
ン
な
ん
で
す
ね
。

結
婚
す
る
ま
で
愛
知
県
で
働
い
て
い
て
、５
年

前
の
結
婚
を
き
っ
か
け
に
妻
の
地
元
の
南
魚

沼
市
に
来
た
ん
で
す
。愛
の
た
め
に
南
魚
沼

市
に
来
ま
し
た（
笑
）。

―
―

林
業
の
仕
事
に
就
い
た
理
由
は
？

前
職
は
カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
営
業
職
で
支
店

長
も
務
め
ま
し
た
。や
り
が
い
は
あ
り
ま
し

た
が
、新
潟
で
は
前
職
と
全
く
違
う
仕
事
が

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。で
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
の
待
ち
時
間
に
置
い
て
あ
っ
た
林
業
の

冊
子
を
見
た
ら「
カ
ッ
コ
い
い
！
」と
思
っ
て
。

す
ぐ
に
南
魚
沼
森
林
組
合
に
問
い
合
わ
せ
を

し
ま
し
た
。

―
―

林
業
は
カ
ッ
コ
い
い
で
す
よ
ね
。

は
い
！
　
大
学
ま
で
陸
上
部
で
体
力
に
は
ま

あ
ま
あ
自
信
が
あ
っ
た
の
で
大
丈
夫
だ
ろ
う

フォレストワーカー INTERVIEW

林
業
を
５
年
経
験
し
て「
カ
ッ
コ
い
い
！
」

と
い
う
思
い
が
い
っ
そ
う
強
ま
り
ま
し
た
！

南
魚
沼
森
林
組
合

荻
原
真
人

M
asato O

giw
ara

1986年、宮城県生まれ
南魚沼市在住（37歳）
林業経験4年7ケ月

と
。あ
と
遠
距
離
恋
愛
中
に
南
魚
沼
市
を
何

度
か
訪
れ
て
い
て
、自
然
い
っ
ぱ
い
で
良
い
と

こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、山
を
整
備
す
る

仕
事
は
自
然
を
守
り
、人
の
役
に
立
つ
仕
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。

―
―

実
際
に
働
い
て
み
て
ど
う
で
し
た
か
。

想
像
し
て
い
た
以
上
に
大
変
で
し
た（
笑
）。

で
も
肉
体
的
に
は
大
変
で
す
が
、危
険
な
仕

事
を
一
人
で
は
な
く
、仲
間
と
協
力
し
て
行
う

と
い
う
の
が
自
分
に
と
っ
て
魅
力
的
で
す
。ま

た
、同
じ
現
場
は
な
い
の
で
毎
回
、ワ
ク
ワ
ク

感
と
緊
張
感
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き
る
の
も

良
い
で
す
。

―
―

５
年
経
っ
た
今
で
も
そ
う
で
す
か
？

や
り
始
め
た
頃
よ
り
も「
カ
ッ
コ
い
い
！
」と

い
う
思
い
が
い
っ
そ
う
強
ま
り
ま
し
た
。「
楽

し
い
！
」「
カ
ッ
コ
い
い
！
」と
と
も
に
役
に

立
っ
て
い
る
と
実
感
で
き
る
の
も
う
れ
し
い
。

普
段
は
山
奥
で
の
仕
事
が
多
い
で
す
が
今
、

南
魚
沼
市
で
は
ふ
る
さ
と
里
山
再
生
整
備
事

業
を
行
っ
て
い
て
、こ
の
仕
事
で
民
家
近
く
の

木
を
伐
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。地
域
の
方
か

ら
直
接
、感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
く
と「
役
に

立
っ
て
い
る
な
」と
感
じ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、現

在
、地
球
温
暖
化
に
よ
る
脱
炭
素
が
話
題
で

す
。森
林
を
適
切
に
整
備
・
保
全
す
る
こ
と
は

森
林
に
よ
る
C
O
２
吸
収
量
の
確
保
に
つ
な

が
り
ま
す
。林
業
が
地
球
温
暖
化
対
策
を

担
っ
て
い
る
こ
と
も
誇
ら
し
い
で
す
ね
。

―
―

こ
れ
ま
で
で
一
番
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？

夏
の
熱
中
症
と
蜂
が
大
変
で
す（
苦
笑
）。こ

と
し
の
夏
は
１
日
４
リ
ッ
ト
ル
く
ら
い
水
分

を
採
っ
て
い
ま
し
た
。

―
―

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

技
術
的
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

★

林業は危険な仕事だからこそ、チームワークが重要だ。「この仕事に就い
て良かったことのひとつは、かけがえなのない仲間との出会いです」

南魚沼市大倉地内の利用間伐現場。伐倒した木を重機でつかんだ状態の
まま、計測を行い、チェーンソーで玉切りを行う荻原さん

高さ24～25メートルの杉を伐倒。切り株を見て「うまく倒せてよかった」と
荻原さんも満足そう

こ
れ
ま
で
木
に
登
っ
て
の
特
殊
伐
採
は
や
っ
た

こ
と
が
な
い
の
で
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
た
い
。

カ
ッ
コ
い
い
け
ど
、ち
ょ
っ
と
怖
い
感
じ
も
あ

り
ま
す
が（
笑
）。

―
―

林
業
に
興
味
あ
る
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
願
い
し
ま
す
。

大
変
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
一
歩
踏

み
出
せ
な
い
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。で
も
、

僕
も
や
れ
て
い
る
の
で
興
味
が
あ
る
人
は
と

り
あ
え
ず
、や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。一
度
、体

験
す
る
と
魅
力
が
分
か
っ
て
僕
の
よ
う
に
ハ
マ

る
か
も
。あ
と
、林
業
に
従
事
し
て
い
る
人
、

木
を
伐
れ
る
人
は
少
な
い
の
で
、誰
に
も
で
き

な
い
こ
と
を
や
れ
る
っ
て
す
ご
く
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

P R I V A T E  T I M E

荻原さんのプライベートコーナー
職場の仲間と
キャンプしたり

友達とツーリングなど
アウトドアを満喫



1
日
の
仕
事
終
わ
り
の

爽
快
感
と
充
実
感
！

林
業
の
仕
事
は
楽
し
い
！

フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
I
N
T
E
R
V
I
E
W

株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
ン
グ
ル

東
田
圭
太

K
eita H

igashida

★

―
―

林
業
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
？

大
学
時
代
に
通
学
路
の
街
路
樹
が
伐
採
さ
れ

て
い
て
、初
め
て
木
を
伐
る
仕
事
＝
林
業
と
い

う
職
業
を
意
識
し
ま
し
た（
笑
）。自
然
が
好
き

な
の
で「
楽
し
そ
う
だ
な
、良
い
仕
事
だ
な
」と

思
い
ま
し
た
。

―
―

大
学
卒
業
後
は
？

東
京
農
業
大
学
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
で

経
営
や
経
済
を
学
び
、会
社
員
と
し
て
働
き
ま

し
た
。会
社
員
を
し
な
が
ら「
自
分
に
林
業
の

仕
事
が
で
き
る
の
か
な
」と
思
っ
て
い
て
。当
時
、

地
元
の
旭
川
に
林
業
の
専
門
学
校
が
で
き
る
こ

と
を
親
か
ら
聞
い
て「
専
門
学
校
で
学
べ
ば
で

き
る
だ
ろ
う
」と
考
え
、会
社
を
１
年
で
辞
め

て
専
門
学
校
に
入
学
し
た
ん
で
す
。そ
こ
か
ら
、

２
年
間
で
林
業
の
知
識
や
林
業
関
連
の
資
格

を
取
得
し「
自
分
で
も
で
き
そ
う
か
な
」と
、昨

年
４
月
か
ら
新
潟
で
林
業
の
仕
事
に
就
き
ま

し
た
。

―
―

現
在
、担
当
し
て
い
る
仕
事
は
？

去
年
は
測
量
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、現
在
は
重

機
に
乗
る
機
会
が
多
い
で
す
。「
今
日
は
昨
日

よ
り
も
仕
事
が
進
ん
だ
か
な
」と
毎
日
、反
省

会
を
し
て
い
ま
す
。た
ま
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
木

を
伐
る
こ
と
が
あ
り
、狙
い
通
り
の
場
所
に
倒

せ
た
と
き
は「
よ
っ
し
ゃ
ー
！！
」と
な
り
ま
す
。

―
―

仕
事
、楽
し
そ
う
で
す
ね
。

と
て
も
楽
し
い
で
す
よ（
笑
）。汗
を
か
い
て
働

い
た
仕
事
終
わ
り
の
爽
快
感
と
山
を
整
備
し

て
い
る
と
い
う
充
実
感
も
あ
り
ま
す
。先
日
、

去
年
、自
分
た
ち
が
整
備
し
た
山
へ
測
量
に
入

る
と
お
猿（
さ
る
）さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
て
、「
自

分
た
ち
が
整
備
し
た
道
を
歩
い
て
い
る
！
」と

ほ
っ
こ
り
し
ま
し
た（
笑
）。

―
―

今
後
の
目
標
は
？

専
門
学
校
で
基
礎
は
学
び
ま
し
た
が
現
場
は

や
は
り
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。同
僚
の
皆
さ
ん

が
20
年
以
上
の
経
験
の
あ
る
方
々
な
の
で
、と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。憧
れ
て
い
た
林
業
の

仕
事
に
就
け
た
の
で
、も
っ
と
も
っ
と
技
術
を

磨
い
て
い
き
た
い
で
す
。

現場は三条市曲谷地内。東田さんはグラップル付のフォワーダで玉切りした材を積み込む
作業や伐倒を行った。「自分のように自然の中で働くのが好きな人に林業はおすすめです」

1997年、北海道旭川生まれ
新潟市在住（26歳）
林業経験1年9ヶ月

林業事業体に対する
支援について

Forestry
Support
Service

＜お問い合わせ先＞

公益社団法人新潟県農林公社  林業労働力確保支援センター
住所／新潟市中央区新光町15-2 新潟県公社総合ビル4階　電話／025-285-7712
FAX／025-285-5070　URL／https://www.niigata-rinrou.com/　メール／rinrou@niigata-nourin.jp

緑の担い手を目指す人の相談窓口
～にいがたグリーンワークセンター～
新潟県内の林業就業に関する相談窓口（にいがたグリーンワークセンター）を設置しています。
電話やホームページのお問い合わせフォームで受け付けしているほか、センター事務所まで
ご来所いただいての相談にも対応しています。当センターでは職業安定法第33条に基づき
無料職業紹介所としての許可を得ており、林業に関する職業斡旋も行っております。

■フロー図 新潟県林業労働力確保支援センター
にいがたグリーンワークセンター

（無料職業紹介所）

（成立）
求職者

（就業希望者）
求人者

（林業事業体）労働（雇用）契約

紹介・斡旋
（マッチング）

求
職
申
込

求
職
情
報

求
人
申
込

求
人
情
報

■職業紹介・斡旋の流れ

求職者

にいがたグリーンワークセンター 求人先紹介 面接

求人者

採　用

不採用求職者・求人者登録

来所・電子メール等 ※「紹介状」の発行

※労働条件明示

森林施業の効率化及び労働強度の低減に有効な高性能林
業機械等を所有し、認定事業体への貸付を実施しています。

プロセッサ
ハーベスタ
伐倒練習機 MTW-01

5台
1台
1台

フォワーダ
その他
地上レーザースキャナ OWL

8台
6台
1台

■機種別の台数（令和5年12月末現在）高性能林業機械等の貸付

新規就業者の雇い入れに必要となる研修資金や就業準備資金を無利子で貸付けます。林業就業促進資金の貸付

　林業担い手の雇用管理や経
営に関する具体的な課題を持つ
認定林業事業体に対し専門家を
派遣し、課題解決に向けた指導
を実施しています。

林業雇用管理・経営指導

林業就業希望者が担い手として働き続けていくためには、受け入れ側となる林業事業体の経営体制、
雇用管理体制がしっかりしたものでなくてはいけません。新潟県林業労働力確保支援センターでは、
下記事業の他、雇用管理改善に関する助成事業を通して認定林業事業体に対する支援を実施しています。
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★新潟県の林業に興味を持った方は
公益社団法人  新潟県農林公社「新潟県林業労働力確保支援センター」のHPをチェック!!
https://www.niigata-rinrou.com/ 新潟　林業　センター 検索

新潟県 令和5年12月末日現在

38株式会社フォレストメイク

39新潟県森林組合連合会

40株式会社畠山種苗園

41株式会社スーパージャングル

42山田工業株式会社

43株式会社戸田組

44有限会社グリーンチップ

45株式会社越後フォレスト

46株式会社村山土建

47株式会社ROUTE

48株式会社見晴屋林業

49株式会社いぶき

50一心工業株式会社

51カネヨ運輸株式会社

52株式会社ツリーサービス

新潟市中央区四ツ屋町一丁目字浜浦5137番32

新潟市西区曽和521番地3

新潟市西区東山1115

新潟市南区下曲通320番地1

柏崎市藤元町24番30号

魚沼市葎沢204番地8

魚沼市十日町2194番地1

南魚沼市京岡421-3

十日町市山本町1丁目71-2

十日町市姿甲2918

南魚沼郡湯沢町大字三国1102番地1

上越市頸城区百間町592-6

上越市下門前2323番地2階3号

糸魚川市大字須沢3413

佐渡市目黒町415

025-378-0688

025-261-7111

025-239-2035

025-375-5405

0257-23-0102

025-792-0417

025-792-3324

025-788-0517

025-752-3721

025-758-2573

025-789-3493

025-530-4480

025-530-7290

025-552-2520

0259-67-7997

認定事業体一覧
■認定事業体とは…… 林業に従事する中で、雇用管理の改善と事業の合理化などの「改善計画」を作成し、

新潟県知事の認定を受けた事業体のことです。

❶村上市森林組合

❷いわふね森林組合

❸関川村森林組合

❹さくら森林組合

❺東蒲原郡森林組合

❻中蒲みどり森林組合

❼南蒲原森林組合

❽中越よつば森林組合

❾柏崎地域森林組合

10魚沼市森林組合

11湯之谷地域森林組合

12南魚沼森林組合

13十日町地域森林組合

14津南町森林組合

15ゆきぐに森林組合

16くびき野森林組合

17頸南森林組合

18ぬながわ森林組合

19両津東部森林組合

20新穂森林組合

21佐渡森林組合

22南佐渡森林組合

村上市堀ノ内526

村上市羽黒町2番38号

岩船郡関川村大字上関1021番地3

新発田市中倉48番地2

東蒲原郡阿賀町両郷乙515番地

五泉市村松工業団地2丁目1566番地2

加茂市大字下高柳字出戸1番地1

長岡市雲出町字前田4421番地

柏崎市三和町9番22号

魚沼市細野208番1

魚沼市湯之谷芋川568番地

南魚沼市舞子1819番地

十日町市大黒沢1789番地1

中魚沼郡津南町大字中深見乙2176番地

上越市大島区棚岡1569番地1

上越市青野2741番地

妙高市大字志2243番地2

糸魚川市南押上2丁目13番6号

佐渡市下久知572番地13

佐渡市新穂瓜生屋666番地2

佐渡市千種247番地1

佐渡市羽茂本郷1921番地1

0254-77-3121

0254-52-1593

0254-64-1249

0254-29-0600

0254-95-2016

0250-58-7824

0256-53-0080

0258-21-4525

0257-22-6212

025-797-2142

025-792-2562

025-783-3349

025-758-3115

025-765-2510

025-594-2041

025-520-6200

0255-72-3379

025-552-1533

0259-27-7156

0259-22-2027

0259-63-4164

0259-88-2017

村上市府屋197番地11

村上市杉平173

村上市高根804番地1

村上市早稲田1049-1

村上市桃川1085番地1

村上市今宿45番4

村上市松沢143番地

村上市佐々木868-1

胎内市本郷町1-5

新発田市小戸886-1

東蒲原郡阿賀町綱木2029番地

東蒲原郡阿賀町細越534番地

東蒲原郡阿賀町日野川乙1889番地

阿賀野市保田3858

新潟市江南区割野575番地1

0254-77-2041

0254-77-2149

0254-73-0265

0254-75-5627

0254-66-5628

0254-66-5328

0254-66-6440

0254-62-4044

0254-43-2151

0254-31-4111

0254-99-3446

0254-99-3592

0254-95-2264

0250-68-2250

025-280-7788

23岩佐木材有限会社

24有限会社みつば

25高根生産森林組合

26株式会社中嶋木材

27有限会社丸実

28カネか渡辺建材株式会社

29有限会社阿部林業工務店

30株式会社日本建機

31株式会社井上材木店

32若月建設株式会社

33有限会社中惣林業

34有限会社馬場工務店

35株式会社マルワイ

36株式会社坂詰製材所

37株式会社日建緑地

【森林組合】
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新潟中央JCT

新潟中央IC

津川IC

朝日まほろばIC

上越IC

糸魚川IC

湯沢IC
上越JCT

上
信
越

自
動
車
道

村上市村上市

粟島浦村粟島浦村

胎内市胎内市

聖籠町聖籠町聖籠町聖籠町

五泉市五泉市

新潟市新潟市新潟市新潟市
佐渡市佐渡市

田上町田上町

加茂市加茂市加茂市加茂市

三条市三条市

長岡市長岡市

魚沼市魚沼市

見附市見附市

刈羽村刈羽村

出雲崎町出雲崎町出雲崎町出雲崎町

弥彦村弥彦村弥彦村弥彦村 燕市燕市燕市燕市

十日町市十日町市

糸魚川市糸魚川市

妙高市妙高市

柏崎市柏崎市 小千谷市小千谷市

南魚沼市南魚沼市

湯沢町湯沢町

津南町津南町

上越市上越市

阿賀町阿賀町

新発田市新発田市

阿賀野市阿賀野市

関川村関川村

北陸
新幹
線

鶴岡 ➡

米沢 ➡

会津若松➡

会津若松 ➡

東京➡

➡

長野➡

富山

六日町IC

長岡IC

長岡JCT
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【その他認定事業体】


